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外水氾濫
外水氾濫とは、堤防の決壊などにより、河川からの水が

居住地側へ流れ込むことによる氾濫。

由良川では、外水氾濫に対して、輪中堤・宅地嵩上げ・
河道掘削等の取組を行っています。
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洪水（外水）
台風や前線によって流域に大雨が降った場合、その水は河道に集まり、川を流れる水の量が急激に増大します。

このような現象を洪水と言います。一般的には川から水があふれ、氾濫（はんらん）することを洪水と呼びますが、
河川管理上は氾濫を伴わなくても洪水と呼びます。

高潮
高潮とは、台風により気圧が低くなるため海面が吸い上げられたり、海面が強風で吹き寄せられたりして、湾内の

海面が普段より数ｍも高くなることをいい、東京湾や大阪湾など湾口を南に持つ内湾に沿って台風が北上する場合
に発生します。なお、波浪は海洋表面の波動のうち、風によって発生するもの。高波は波浪注意報・警報の対象に
なる程度の高い波。

津波
海底で発生する地震で生じる大きな波をいう。海岸沿いの山体崩壊や海底地すべりで起こることもある。
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内水排除
河川の出水に寄り河道の水位が上昇すると居住地側（堤内地）の自然排水が困難となり浸水被害が生ず

るが、この居住地側（堤内地）に停滞した雨水を排除することを内水排除という。

内水（内水氾濫）
内水氾濫とは、河川の水位が上昇し、居住地側（堤内地）の水が河川へ排水できなく、居住地側（堤内地）

に氾濫が生じること。

福知山市街地では、内水氾濫に対して、弘法川排水機場の新設等、排水ポンプを増強の取組を行ってい
ます。綾部市街地でも、排水ポンプ車の配備、雨水ポンプ場の整備の取り組みを行っています。

福知山河川国道事務所

-3-

河川に関する用語・基礎知識



福知山河川国道事務所

-4-

河川に関する用語・基礎知識

福知山河川国道事務所

-5-

河川に関する用語・基礎知識



福知山河川国道事務所

-6-

河川に関する用語・基礎知識

宅地嵩上げ（宅地嵩上げ））
ある特定の区域（集落等）を洪水のはん濫から守るために、防御対象となる宅地そのものを嵩上げする方策のことを指し

ています。
由良川の治水対策でも、下流部で宅地嵩上げを実施しています。

遊水地（ゆうすいち）、調節池（ちょうせつち））
洪水を一時的にためて、洪水の最大流量（ピーク流量）を減少させるために設けた区域を遊水地または調節池と呼びます

。
遊水地には、河道と遊水地の間に特別な施設を設けない自然遊水の場合と、河道に沿って調節池を設け、河道と調節池

の間に設けた越流堤から一定規模以上の洪水を調節池に流し込む場合があります。

輪中堤（わじゅうてい））
ある特定の区域を洪水の氾濫から守るために、その周囲を囲むようにつくられた堤防です。輪中堤は江戸時代につくられ

たものが多く、木曽三川（木曽川、長良川、揖斐川）の下流の濃尾平野の輪中が有名です。
由良川の治水対策でも、下流部で輪中堤を実施しています。
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流域治水）
流域治水とは、気候変動の影響による水災害の激甚化・頻発化等を踏まえ、堤防の整備、ダムの建設・再

生などの対策をより一層加速するとともに、集水域（雨水が河川に流入する地域）から氾濫域（河川等の氾
濫により浸水が想定される地域）にわたる流域に関わるあらゆる関係者が協働して水災害対策を行う考え
方です。

治水計画を「気候変動による降雨量の増加などを考慮したもの」に見直し、集水域と河川区域のみならず、
氾濫域も含めて一つの流域として捉え、地域の特性に応じ、①氾濫をできるだけ防ぐ、減らす対策、②被害
対象を減少させるための対策、③被害の軽減、早期復旧・復興のための対策をハード・ソフト一体で多層的
に進める。

由良川でも、これまでの治水対策（河道掘削等）とともに、流域治水の取組を行っています。

国土交通省： https://www.mlit.go.jp/river/kasen/suisin/pdf/01_kangaekata.pdf
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大雨特別警報の「解除」を「警報に切り替え」と表現

第2回 河川・気象情報の改善に関する検証会議：
https://www.mlit.go.jp/river/shinngikai_blog/kaizen_kensho/dai02kai/dai2kai_shiryou1.pdf
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６時間先までの水位予測を提供

第2回 河川・気象情報の改善に関する検証会議：
https://www.mlit.go.jp/river/shinngikai_blog/kaizen_kensho/dai02kai/dai2kai_shiryou1.pdf
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平年値の更新（統計期間 1991 2020 年）

気象庁： https://www.jma.go.jp/jma/press/2103/24a/210324_heinenchi.html

平年値は、その時々の気象（気温、降水量、日照時間等）や天候（冷夏、暖冬、少雨、多雨等）を評価する
基準として利用されるとともに、その地点の気候を表す値として用いられています。

気象庁では、西暦年の1の位が1の年から続く30年間の平均値をもって平年値とし、10年ごとに更新してい
ます。令和3年（2021年）5月18日まで1981～2010年の観測値による平年値を使用していましたが、今年は平
年値を更新する年にあたり、1991～2020年の観測値による新しい平年値を作成しました。

気象庁では、令和3年（2021年）5月19日に、この平年値の使用を開始しました。これにより、季節予報や天
候の解説等で用いている各種平年値が新しくなります。

・現平年値よりも高くなる季節・地域が多く
、年平均気温では、北日本と沖縄・奄美で
+0.2℃、東・西日本で+0.3℃高くなり、地点
によっては+0.4℃ 程度高くなるところもあ
ります。
・これらの要因としては、温室効果ガス増
加に伴う地球温暖化による長期的な昇温
傾向に、数十年周期の自然変動の影響が
加わり、1980 年代後半から急速に気温が
上昇していることが考えられます。また、
地点によっては都市化の影響も加わって
いると考えられます。


